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文
物
流
出
の
背
量
と
諸
相
は
じ
め
に
（
l
）
筆
者
は
、
先
稿
に
お
い
て
、
辛
亥
革
命
を
中
心
と
す
る
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
流
出
を
究
明
す
る
意
義
と
そ
の
方
法
に
っ
い
て
提
示
し
、
と
り
あ
え
ず
貿
易
資
料
に
基
づ
い
て
文
物
の
海
外
流
出
状
況
を
統
計
的
に
示
し
、
文
物
が
仏
・
英
・
独
・
日
・
米
の
主
要
五
ヶ
国
に
殆
ど
流
出
し
、
と
り
わ
け
て
米
国
に
そ
の
過
半
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
で
は
、
先
稿
の
成
果
と
既
に
示
し
た
方
法
に
よ
り
、
文
物
流
出
の
背
景
を
考
察
し
、
流
出
の
多
様
な
具
体
相
を
究
明
し
た
い
。
即
ち
、
一
級
の
文
物
の
流
出
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
先
稿
で
も
い
さ
さ
か
紹
介
し
た
よ
う
に
清
朝
旧
蔵
品
や
、
王
公
・
貴
族
ら
の
累
代
の
珍
器
・
古
玩
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
文
物
流
出
に
至
る
清
室
や
親
王
家
側
の
経
緯
や
要
因
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
こ
と
で
、
文
物
流
出
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文
物
流
出
の
背
景
と
諸
相
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
流
出
と
日
本
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
1-0
号
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
文
物
が
い
か
に
し
て
放
出
さ
れ
、
さ
ら
に
海
外
へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
こ
う
し
た
文
物
流
出
の
具
体
的
経
路
を
、
日
本
人
と
の
関
わ
り
に
ほ
ぼ
限
定
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
実
例
に
即
し
て
突
き
止
め
た
い
。
具
体
的
に
は
、
前
半
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
先
行
の
研
究
の
成
果
を
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
民
国
成
立
以
後
の
、清
室
の
歳
費
と
実
際
の
経
費
と
の
差
額
や
、
さ
ら
に
文
物
を
抵
当
と
し
た
銀
行
か
ら
の
借
款
の
事
例
等
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
、
文
物
放
出
に
至
る
要
因
を
財
政
的
側
面
か
ら
照
射
し
、
ま
た
親
王
家
に
つ
い
て
も
、
没
落
の
経
緯
と
要
因
を
主
に
経
済
的
側
面
か
ら
考
察
す
る
。後
半
の
テ
I
マ
に
関
し
て
は
、
幾
つ
か
の
具
体
的
事
例
に
即
し
っ
つ
、
流
出
経
路
の
多
様
な
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
の
際
、
詳
し
く
は
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
東
京
爾
山
龍
泉
堂
一
括
資
料
の
内
よ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
清
室
自
体
に
よ
る
文
物
競
売
と
日
本
人
の
関
与
を
証
す
る
貴
重
な
資
料
の
紹
介
と
分
析
が
、
中
心
的
課
題
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
清
室
内
府
競
売
の
様
態
を
一
実
例
に
即
し
て
ほ
ぼ
ト
ー
タ
ル
に
把
握
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
前
稿
に
示
さ
れ
た
文
物
海
外
流
出
の
背
景
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
、
日
本
へ
の
流
入
の
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
な
い
し
ル
ー
ト
が
事
例
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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第
一
章
流
出
の
背
景
中
国
文
物
は
、
円
明
園
焼
き
打
ち
事
件
や
義
和
団
事
変
の
折
に
、
列
強
に
よ
る
略
奪
を
う
け
た
が
、
辛
亥
革
命
を
機
に
本
格
的
な
流
出
が
始
ま
っ
た
。
清
室
は
、
優
待
条
件
（第
二
款
）
に
基
づ
き
歳
費
四
百
万
元
の
支
給
が
民
国
政
府
に
よ
り
保
証
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
支
給
は
遅
延
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
う
え
支
給
額
は
保
証
額
を
大
幅
に
下
回
つ
て
い
た
た
め
、
慢
性
的
な
経
費
不
足
に
陥
つ
て
い
た
（後
述
）
。
人
員
削
減
等
に
よ
る
経
費
削
減
も
試
み
ら
れ
は
し
た
が
、
実
効
は
あ
が
ら
ず
、
こ
の
た
め
必
然
的
に
、
そ
の
不
足
分
を
借
入
や
私
産
の
売
却
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
際
歴
代
皇
帝
に
よ
っ
て
蓄
被
さ
れ
た
文
物
が
、
最
も
手
つ
取
り
早
い
担
保
と
し
て
、
或
い
は
売
却
の
対
象
と
し
て
あ
て
が
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
趨
勢
で
あ
っ
た
。
清
室
旧
蔵
文
物
流
出
の
要
因
は
、
正
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
で
は
、
辛
亥
革
命
よ
り
一
九
二
四
年
の
宮
中
退
去
ま
で
に
、
清
室
は
一
体
、2
）
ど
れ
ほ
ど
の
文
物
を
い
か
に
し
て
流
出
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
事
者
で
あ
る
薄
儀
の
証
言
か
ら
聞
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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關
於
内
務
府
中
飽
、
舞
幣
的
故
事
、
在
這
裏
只
舉
出
兩
個
例
子
就
行
了
。
一
個
是
内
務
府
毎
年
的
驚
人
開
支
、
即
使
四
百
萬
元
的
優
待
費
全
部
照
付
、
也
會
入
不
數
出
。
民
國
十
三
年
我
出
宮
後
、
「清
室
善
後
委
員
會
」
在
北
京
「京
報
」上
掲
露
的
當
年
収
入
抵
押
金
銀
古
玩
款
、
達
五
百
多
萬
元
、
當
年
並
無
剩
餘
、
全
部
開
支
出
去
了
。
據
前
面
那
段
文
字
的
作
者
説
、
那
幾
年
毎
年
開
支
都
在
三
百
六
十
萬
兩
上
下
、
這
是
和
「京
報
」
上
掲
露
的
材
料
大
體
相
符
的
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
清
室
善
後
委
員
会
が
（民
国
十
三
年
の
単
年
だ
け
で
）
抵
当
と
さ
れ
た
金
銀
古
玩
の
総
計
を
ぉ
よ
そ
文
物
流
出
の
背
最
と
諸
相
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
u0
号
五
百
余
万
元
と
見
積
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注
日
し
て
お
く
。
更
に
薄
儀
は
前
文
に
続
け
て
言
う
、
［
-
f
-
一
個
例
子
是
我
岳
父
榮
源
經
手
的
一
次
抵
押
。
抵
押
合
同
日
期
是
民
國
十
三
年
五
月
三
十
一
日
、
簽
字
人
是
内
務
府
紹
英
、
者
齢
、
榮
源
和
北
京
鹽
業
銀
行
經
理
岳
乾
齊
、
抵
押
品
是
金
編
鍾
、
金
册
、
金
寶
和
其
他
金
器
、
抵
押
款
數
八
十
萬
元
、
期
限
一
年
、
月
息
一
分
。
合
同
内
規
定
、
四
十
萬
元
由
十
六
個
金
組
（共
重
十
一
萬
一
千
四
百
三
十
九
兩
）
做
押
品
、
一一R四
十
萬
元
的
押
品
則
是
:
八
個
皇
太
后
和
五
個
皇
后
的
金
寶
十
個
、
金
册
十
三
個
、
以
及
金
寶
箱
、
金
印
池
、
金
寶
塔
、
金
盤
、
金
壺
等
、
計
重
一
萬
零
九
百
六
十
九
兩
七
錢
九
分
六
厘
、
不
足
十
成
的
金
器
三
十
六
件
、
計
重
八
百
八
十
三
兩
八
錢
、
男
加
上
一飲銀
珍
珠
一
千
九
百
五
十
二
顆
、
賣
石
一
百
八
十
四
塊
、
瑪
腦
碗
等
珍
品
四
十
五
件
。
只
這
後
一
筆
的
四
十
萬
元
抵
押
來
説
、
就
等
於
是
把
金
賀
金
册
等
十
成
金
的
物
件
當
做
荒
金
折
賣
、
其
餘
的
則
完
全
白
送
。
這
様
的
抵
押
和
一
要
個
、
毎
年
總
要
有
好
幾
宗
、
特
別
是
達
年
過
節
需
要
開
銷
的
時
候
。
一
到
這
時
候
、
報
上
就
會
出
現
秘
聞
消
息
、
也
必
有
内
務
府
闢
語
或
解
釋
的
聲
明
。
比
如
這
一
次
抵
押
事
先
就
有
傳
聞
、
内
務
府
和
榮
源
本
人
也
有
聲
明
、
説
所
買
都
是
作
廢
的
東
西
、
其
中
决
沒
有
傳
説
中
的
慈
-l9
的
册
寶
云
云
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こ
こ
で
の
薄
儀
の
眼
目
は
、
民
国
十
三
年
五
月
の
塩
業
銀
行
か
ら
の
八
十
万
元
に
の
ぼ
る
借
入
を
、
例
え
ば
貴
重
な
金
製
の
美
術
品
が
金
地
金
分
だ
け
で
し
か
評
価
さ
れ
な
い
な
ど
、銀
行
融
資
に
お
け
る
過
重
な
抵
当
設
定
の
好
例
と
し
て
批
判
す
る
よ
り
も
、
内
務
府
の
「中
飽
・
舞
幣
的
故
事
」、
つ
ま
り
高
官
ら
に
よ
る
不
正
な
中
間
利
得
の
典
型
的
事
例
と
し
て
-la
上
に
の
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
事
態
が
年
に
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
棄
国
経
の
一福
案
に
基
ず
く
報
（fa
を
参
照
す
る
と
、
民
国
元
年
か
ら
宮
中
退
去
の
前
年
に
当
た
る
同
十
二
年
ま
で
の
間
、
民
国
政
府
の
清
室
に
対
す
る
実
際
の
支
給
額
の
総
計
は
、
二
、
四
六
五
万
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
因
に
民
国
十
二
年
に
至
つ
て
は
、
半
年
間
で
支
給
額
わ
ず
か
に
二
十
二
万
元
で
あ
る
。
仮
に
必
要
経
費
を
本
来
の
保
証
額
四
百
万
元
と
し
て
計
算
す
る
と
、
十
二
年
分
で
四
、
八
〇
〇
万
元
、
そ
の
不
足
額
は
二
、
三
三
五
万
元
と
な
る
。
即
ち
こ
の
十
二
年
間
で
み
る
と
、
実
際
の
支
給
額
は
必
要
経
費
の
二
分
の
一
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
素
の
統
計
に
は
含
ま
れ
な
い
民
国
十
三
年
に
つ
い
て
は
、
先
の
善
後
委
員
会
の
掲
げ
た
数
字
や
そ
れ
を
一
部
裏
付
け
る
上
記
の
塩
業
銀
行
か
ら
の
借
入
の
事
例
が
、
同
年
に
お
け
る
借
入
状
況
を
端
的
に
物
語
つ
て
い
る
。
こ
の
十
三
年
に
お
け
る
借
入
金
額
の
規
模
を
も
勘
案
す
る
と
、
清
室
の
借
入
総
額
は
、
前
記
の
単
純
な
算
定
額
を
当
然
か
な
り
上
回
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
或
い
は
数
千
万
元
の
巨
額
に
達
す
る
可
能
性
す
ら
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
巨
額
な
数
字
が
、
清
室
旧
蔵
文
物
流
出
の
最
大
の
背
景
を
構
成
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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以
上
は
、
文
物
抵
当
の
場
合
だ
が
、
更
に
例
え
ば
、
文
物
の
徹
底
し
た
点
検
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
建
福
宮
焼
失
が
官
宦
に
よ
る
宝
物
持
ち
出
し
の
証
拠
隠
滅
の
為
で
あ
っ
た
と
す
る
噂
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
太
妃
ら
が
腹
心
の
官
宣
に
宝
物
を
渡
し
て
換
金
し
た
り
、
或
い
は
実
家
に
持
ち
帰
ら
せ
て
い
た
ら
し
い
等
々
、
紫
禁
城
内
に
お
い
て
は
財
政
的
逼
迫
と
権
力
の
弛
緩
を
背
景
に
文
物
の
不
正
持
ち
出
し
が
い
わ
ば
常
態
化
し
て
い
た
ら
し
い
。
薄
儀
は
、
具
体
的
に
こ
う
指
摘
し
て
い
（-a
。
文
物
流
出
の
背
a一一と
諸
相
五
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
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語
・
情
報
第
u0
号
六
莊
士
敦
師
傅
曾
告
訴
我
、
他
住
的
地
安
門
街
上
、
新
開
了
許
多
家
古
玩
鋪
。
聽
説
有
的
是
太
監
開
的
、
有
的
是
内
務
府
官
員
或
者
官
員
的
親
戚
開
的
。
後
來
、
別
的
師
傳
也
覺
得
必
須
採
取
措
施
、
杜
紹
盜
患
。
-
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
官
宣
・
内
府
官
僚
や
そ
の
親
類
に
よ
っ
て
、
地
安
門
街
に
多
数
の
骨
a
M一f
店
が
開
店
し
た
と
い
い
、
そ
の
品
（
5
）
物
の
出
所
と
い
え
ば
、
「当
時
北
京
的
各
個
古
玩
舗
、
就
不
時
発
現
宮
内
的
古
物
」な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
清
室
蔵
品
の
不
正
持
ち
出
し
に
多
く
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
乾
隆
帝
酷
愛
の
三
希
の
内
の
二
希
、
即
ち
王
献
之
「中
秋
帖
」
と
一・，一用
'
「伯
違
帖
」
と
が
、
宣
統
帝
宮
中
退
去
以
前
に
、
庶
母
に
よ
っ
て
持
ち
出
さ
れ
、
や
が
て
北
京
地
安
門
外
の
さ
さ
や
か
な
骨
董
店
の
店
（6
）
先
に
並
べ
ら
れ
、
郭
世
五
に
見
い
出
さ
れ
た
一
事
を
挙
げ
れ
ば
、
事
態
の
深
刻
さ
は
ぉ
お
む
ね
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
、
前
稿
冒
頭
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
宮
中
退
去
に
至
る
間
、
こ
と
あ
ろ
う
-l9
儀
自
身
が
薄
傑
に
下
賜
す
る
と
は
名
ば
か
り
に
、
例
え
ば
「清
明
上
河
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
名
だ
た
る
逸
品
の
数
々
を
城
外
に
持
ち
出
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
清
室
文
物
の
流
出
の
背
景
は
主
に
巨
額
の
借
款
に
と
も
な
う
過
重
な
抵
当
設
定
に
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
ま
た
一
面
で
皇
帝
以
下
の
文
物
の
大
量
不
正
持
ち
出
し
も
見
逃
せ
ま
い
。
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（7
）
次
に
親
王
家
の
状
況
を
み
て
お
く
と
、
各
親
王
家
は
、
皇
族
優
待
条
件
に
よ
り
、
「世
爵
」は
保
留
さ
れ
た
も
の
の
、
「王
俸
」の
継
続
に
つ
い
て
は
明
言
が
な
く
、
実
質
的
に
「俸
銀
」
と
「禄
米
」
は
取
り
消
さ
れ
、
重
要
な
固
定
収
入
が
と
ざ
さ
れ
る
こ
と
と
お
け
る
文
物
流
出
の
直
接
的
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
文
物
流
出
の
背
景
と
諸
相
七
な
っ
た
が
、
私
産
に
っ
い
て
は
保
護
さ
れ
た
。
即
ち
数
百
室
か
ら
時
に
千
室
に
も
の
ぼ
る
府
邸
、
数
十
万
ム
ー
に
も
及
ぶ
荘
園
地
、
そ
れ
か
ら
あ
が
る
一
万
両
を
超
え
る
地
代
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
一
さ
れ
た
夥
し
い
金
銀
財
宝
・
書
画
古
玩
、
等
々
で
あ
る
が
、
特
に
地
代
収
入
が
円
滑
に
徴
収
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
と
も
か
く
も
そ
れ
な
り
の
生
活
は
保
証
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
政
治
的
権
力
の
喪
失
は
、
個
戸
・
壮
丁
ら
に
よ
る
抗
租
奪
地
闘
争
を
誘
発
し
、
地
租
収
入
の
急
激
な
減
収
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
民
国
二
年
十
二
月
九
日
に
は
『
大
総
統
命
令
」
が
発
布
さ
れ
、
王
公
貴
族
の
荘
地
に
対
す
る
保
護
を
狙
つ
た
が
、
そ
の
後
、
地
方
各
省
は
、
領
地
の
切
り
売
り
に
反
対
す
る
領
民
と
の
調
停
に
乗
り
出
し
介
入
し
た
。
例
え
ば
奉
天
全
省
に
お
い
て
は
、
原
額
地
価
分
は
王
府
に
、
原
額
超
過
分
は
「浮
多
」
地
と
し
て
国
有
に
帰
す
と
称
し
、
体
よ
く
軍
閥
張
作
無
に
吸
収
さ
れ
た
し
、
ま
た
一
ム
I
当
た
り
の
地
価
が
六
元
か
ら
二
十
元
以
下
に
比
較
的
低
く
押
さ
え
ら
れ
た
た
め
、土
地
は
地
主
・
官
僚
・
資
本
家
ら
に
よ
っ
て
買
い
漁
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
荘
園
領
地
の
喪
失
は
、
と
り
も
な
ぉ
さ
ず
残
さ
れ
た
固
定
収
入
の
道
、
つ
ま
り
経
済
基
礎
の
喪
失
を
意
味
し
て
ぃ
た
。
西
洋
化
に
よ
っ
て
寧
ろ
奢
侈
と
な
っ
て
い
た
王
公
ら
の
生
活
は
、
荘
園
買
却
費
が
底
を
尽
く
と
と
も
に
、
或
い
．
は
そ
れ
と
平
行
し
て
、
王
府
の
み
な
ら
ず
累
代
の
文
物
の
抵
当
設
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
ら
の
切
り
売
り
に
よ
っ
て
、
:
-a一一さ
れ
た
が
、
そ
の
払
底
に
は
さ
し
た
る
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
容
王
府
は
十
'
年
な
ら
ず
し
て
、
「珍
貴
東
西
売
的
差
不
多
快
完
（n
」と
な
り
、
恵
王
府
は
「一
庫
一
庫
的
拍
（一用」によ
っ
て
文
物
を
売
尽
く
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
固
定
収
入
の
道
の
途
絶
が
、
親
王
家
に
- 7 -
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
u0
号
八
紫
禁
城
旧
蔵
品
は
、
か
な
り
蚕
食
は
さ
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
公
有
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
と
も
あ
れ
本
体
は
維
持
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
が
、
王
府
に
旧
蔵
さ
れ
た
莫
大
な
文
物
は
、
私
産
と
し
て
認
め
ら
れ
公
有
化
を
免
れ
た
が
為
に
、
却
つ
て
、
い
ま
北
京
に
跡
形
も
な
い
親
王
家
の
帰
趨
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
徹
底
し
て
散
逸
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
章
流
出
の
諸
相
本
章
で
は
、
中
国
文
物
の
流
出
と
日
本
人
と
の
関
わ
り
に
ほ
ぼ
テ
ー
マ
を
限
定
し
な
が
ら
、
新
出
資
料
を
中
心
に
で
き
る
だ
け
実
例
に
即
し
て
、
流
出
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
態
・
経
路
を
よ
り
詳
細
・
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
流
出
の
実
態
に
迫
り
た
い
。
- 8 -
第
一
節
清
室
一
内
府
競
売
清
室
伝
来
の
古
玩
骨
重
類
は
、
実
は
借
入
の
担
保
や
皇
族
・
高
官
・
官
富
ら
に
よ
る
不
正
持
ち
出
し
に
供
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
内
府
自
身
に
よ
る
競
売
の
事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
示
す
の
は
、
東
京
蘭
山
龍
泉
堂
に
初
代
南
山
松
太
郎
関
連
一
括
資
料
と
し
て
、
震
災
・
戦
禍
を
く
ぐ
り
抜
け
て
保
管
さ
れ
た
、
清
室
内
府
自
体
に
よ
る
古
玩
競
売
の
実
態
を
示
す
直
接
資
料
で
あ
る
。
我
が
国
に
保
管
さ
れ
、
日
本
人
骨
董
商
の
関
与
を
証
明
す
る
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
が
、
特
に
内
府
競
売
の
実
行
経
緯
を
一
事
例
に
即
し
て
ほ
ぼ
ト
ー
タ
ル
に
再
構
成
で
き
る
点
で
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
長
文
を
厭
は
ず
以
下
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
資
料
【イ
】
敬
啓
者
此
次
招
商
承
購
庫
存
瓷
玉
古
銅
物
件
應
交
保
證
金
業
經
截
止
定
於
一
月
十
七
日
看
視
物
件
用
特
函
達
貴
號
希
於
是
日
八
時
持
具
前
發
規
則
及
物
類
單
並
字
號
名
片
至
神
武
門
外
本
府
派
有
官
役
帯
領
進
内
以
便
按
章
看
視
一
逾
時
不
候
幸
勿
自
民
可
也
此
致
9
龍
泉
堂
内
務
府
啓
右
資
料
は
、
宮
中
所
蔵
の
磁
器
・
玉
器
・
古
銅
器
払
い
下
げ
保
証
金
納
入
期
限
の
締
切
り
に
伴
い
、
一
月
十
七
日
に
、
払
い
下
げ
品
の
展
観
を
行
う
旨
の
案
内
状
で
あ
る
。
龍
泉
堂
に
対
し
て
は
同
日
八
時
に
、
先
に
配
布
し
た
「規
則
」書
お
よ
び
「物
類
単
」
（出
品
リ
ス
ト
）・
「字
号
名
片
」（商
号
名
札
）持
参
の
上
、
神
武
門
外
の
内
府
に
出
向
き
、
係
官
の
案
内
の
下
、
規
則
に
の
っ
と
っ
て
展
観
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
文
物
流
出
の
背
量
と
諸
相
九
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
u0
号
〇
資
料
【ロ
】
逕
啓
者
本
府
此
次
出
售
瓷
玉
古
銅
業
經
各
商
號
封
價
投
遞
本
府
現
定
於
一
月
二
十
七
日
宣
布
用
特
函
達
貴
號
希
於
是
日
准
早
九
点
持
具
前
發
保
證
金
収
據
及
物
類
單
赴
景
山
西
門
内
務
府
籌
備
處
聽
候
宣
布
幸
勿
自
慢
可
也
此
致
龍
泉
堂
内
務
府
啓
右
資
料
は
、
払
い
下
げ
品
の
入
札
終
了
に
伴
い
、
一
月
二
十
七
日
に
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
旨
の
案
内
状
で
あ
る
。
龍
泉
堂
に
一
対
し
て
は
、
同
日
午
前
九
時
に
、
先
に
渡
し
た
「保
証
金
収
拠
」
（
領
収
書
）
及
び
「出
品
リ
ス
ト
」
持
参
の
上
、
景
山
西
門
の
内
1o
，
、
、
:l
o
一
務
府
準
備
所
に
参
り
発
表
を
待
つ
よ
う
指
示
し
て
し
る
恐
ら
く
左
掲
写
真
が
、
【イ
】
に
言
う
「字
号
名
片
」
で
あ
ろ
う
。
資
料
【ハ
】
（
現
物
複
写
）

東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
悄
報
第
1-0
号
次
に
掲
げ
る
の
が
、
資
料
【イ
】
【ロ
】
で
い
う
「規
則
」書
及
び
「物
類
単
」
（
現
物
複
写
の
一
部
）
で
あ
る
。
「規
則
」
書
は
長
文
に
な
る
が
、
清
室
古
玩
競
売
シ
ス
テ
ム
の
骨
格
を
示
す
重
要
性
に
鑑
み
、
全
文
を
挙
げ
て
ぉ
く
。
資
科
【ニ
】
（
規
則
書
）
商
號
購
看
陳
設
等
項
規
定
條
件
此
項
陳
設
種
類
擬
分
別
陳
列
庶
各
商
家
易
於
鑒
別
所
有
出
售
之
物
略
分
數
類
日
某
質
類
某
器
類
各
商
號
分
期
関
看
至
某
日
某
商
號
閲
看
某
類
由
本
府
定
妥
函
知
各
該
商
（
【1
】
と
称
す
る
。
以
下
同
じ
）
一
欲
購
此
項
陳
設
者
必
須
殷
實
號
商
一
律
以
字
號
為
憑
毎
家
各
交
保
證
金
一
萬
圓
由
本
府
掣
付
收
據
12
並
付
給
詳
章
物
類
單
各
一
一--
（
【2
】）
保
證
金
原
為
鄭
重
起
見
開
國
後
允
准
購
領
之
家
作
為
正
價
之
内
其
未
允
准
之
家
即
將
前
發
收
一理
曁
種
類
單
緻
還
本
府
即
將
保
證
金
發
還
該
商
（
【3
】）
各
商
號
交
到
保
證
金
後
應
挨
本
府
定
期
通
知
以
便
帶
領
看
物
屆
時
各
號
影
友
一
家
不
得
逾
五
人
以
免
素
亂
一
各
商
看
物
估
價
時
須
按
照
交
納
保
證
金
先
後
次
序
定
期
領
看
儻
經
損
傷
照
原
物
最
高
價
格
賠
償
一
投
一m地
點
日
期
時
間
男
函
通
知
（
【4
】）
（
【5
】）
（
【6
-
）
各
商
號
完
全
看
過
後
在
本
府
發
給
物
類
單
某
物
下
逐
件
分
開
估
個
數
日
須
楷
書
大
寫
蓋
章
封
固
按
期
投
遞
俟
開
國
後
將
最
高
價
格
核
定
照
准
方
能
購
買
（
【7
】）
此
項
種
類
單
由
本
府
簽
蓋
圖
章
後
發
給
該
商
照
填
如
男
用
別
紙
作
為
無
效
（
【8
】）
各
商
號
投
國
時
必
須
填
寫
估
價
數
目
方
為
合
格
如
未
逐
件
分
估
僅
估
數
件
或
只
書
比
較
最
高
個
格
酌
加
成
數
或
添
改
塗
抹
以
及
開
一動
後
男
行
加
價
曁
未
投
一地
之
家
加
價
張
購
均
作
無
效
（
【9
】）
商
號
自
行
投
一m
聽
候
定
期
列
單
宣
怖
儻
逾
時
不
到
係
一刷
該
商
自
誤
即
作
無
效
（
【10
】）
允
准
購
領
之
家
交
款
取
物
日
期
以
一
星
期
為
限
儻
逾
限
延
不
交
款
取
物
即
將
該
商
所
交
之
保
證
金
全
數
議
罰
充
公
再
由
本
府
男
行
招
商
購
買
之
家
應
交
價
款
以
現
銀
国
為
率
（【11
】）
13
（
【12
】）
一
起
運
物
件
時
所
有
裝
箱
抬
運
一
切
事
宜
及
經
費
統
歸
該
商
自
理
其
經
過
門
座
道
路
直
達
落
運
之
處
以
北
京
為
限
由
本
府
函
知
各
機
關
査
照
放
行
、
（【13
-
）
此
次
出
售
物
件
因
經
費
奇
細
實
出
萬
不
得
巳
所
有
辧
事
各
員
役
凡
稍
具
人
心
者
均
應
各
乗
天
良
承
購
各
商
亦
應
從
質
估
個
所
有
辨
事
地
點
概
無
使
費
承
一m
M
員
役
絶
無
陋
規
一條
有
員
役
勒
索
定
必
從
嚴
懲
排
如
該
商
等
有
勾
串
情
事
除
將
員
役
重
懲
外
並
將
該
商
看
物
資
格
取
銷
其
已
交
保
證
金
全
數
議
罰
充
公
該
商
等
幸
勿
自
誤
（
【14
】）
文
物
流
出
の
背
最
と
諸
相
、、
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
n0
号
四
主
だ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
と
、
各
商
店
は
保
証
金
一
万
円
を
納
付
し
、
か
わ
り
に
内
府
発
行
の
領
収
書
及
び
規
則
書
（詳
章
）・
出
品
リ
ス
ト
各
一
部
を
与
え
ら
れ
る
。
（2
）
保
証
金
は
、
落
札
後
、
購
入
を
認
め
ら
れ
た
商
店
が
そ
の
正
価
の
一
部
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
購
入
に
至
ら
な
か
っ
た
商
店
は
、
さ
き
に
渡
し
た
領
収
書
及
び
出
品
リ
ス
ト
を
内
府
に
返
却
す
る
こ
と
で
、
保
証
金
を
返
還
さ
れ
る
。
（3
）
各
商
店
は
、
内
府
発
行
の
出
品
リ
ス
ト
の
下
に
、
出
展
品
一
つ
づ
つ
に
分
け
て
入
札
価
格
を
楷
書
で
記
入
し
、
捺
印
の
上
、
封
を
し
期
日
ど
う
り
に
入
札
す
る
。
開
札
後
、
最
高
価
格
を
以
て
落
札
す
る
。
（7
）
購
入
を
許
さ
れ
た
も
の
は
、
一
週
間
以
内
に
納
金
受
領
の
こ
と
。
期
限
を
超
え
た
場
合
、
保
証
金
全
額
没
収
の
上
、
改
め
て
競
売
に
付
す
。
（11
）
梱
包
輸
送
費
は
、
全
て
当
事
者
の
自
弁
と
す
る
。
（
l3
）
こ
の
度
の
出
展
は
、
財
政
窮
乏
に
伴
う
万
や
む
を
え
ぬ
措
置
で
あ
っ
た
。
か
り
に
賄
賂
（強
要
）
や
共
謀
の
あ
っ
た
場
合
、
担
当
者
は
厳
罰
に
、
当
該
商
店
は
資
格
を
取
消
の
上
、
保
証
金
全
額
を
没
収
す
る
。
（
14
）
- 14 -
以
上
の
ご
と
く
、
「商
号
購
看
陳
設
等
項
規
定
条
件
」
（規
則
書
）
に
よ
っ
て
、
内
府
主
催
に
よ
る
清
室
所
蔵
古
玩
骨
重
品
競
売
の
細
則
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
書
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
前
掲
の
資
科
【イ
】・
【ロ
】
の
案
内
状
を
参
照
し
な
が
ら
、
一
部
重
複
す
る
け
れ
ど
、
こ
の
度
の
競
売
の
実
行
経
緯
を
再
構
成
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
即
ち
、
規
則
書
（2
）に
よ
り
、
保
文
物
流
出
の
背
最
と
諸
相
五
証
金
一
万
円
を
納
入
し
、
そ
の
領
収
書
（収
拠
）
や
出
品
リ
ス
ト
（
物
類
単
）
等
を
既
に
受
け
取
つ
て
い
る
蘭
山
龍
泉
堂
に
対
し
、
清
室
内
府
は
規
則
書
（
l
）・
（
4
）に
よ
り
、
一
月
十
七
日
八
時
に
出
品
リ
ス
ト
等
持
参
の
う
え
神
武
門
外
の
内
府
に
出
向
き
、
競
売
品
の
下
見
を
す
る
よ
う
、
保
証
金
納
付
期
限
の
締
切
後
に
案
内
状
を
発
送
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
龍
泉
堂
主
人
は
、
下
引
資
料
【ホ
】
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
規
則
書
（
7
）・
（9
）
に
従
い
出
展
品
全
て
に
一
応
入
札
価
格
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
規
則
書
（
7
）に
よ
れ
ば
、
龍
泉
堂
主
人
は
、
記
入
済
み
の
出
品
リ
ス
ト
を
捺
印
の
う
え
封
を
し
期
日
ど
う
り
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
（6
）
に
よ
る
と
内
府
は
入
札
場
所
・
日
時
を
別
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
こ
の
資
料
は
、
龍
泉
堂
一
括
資
料
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）
。
そ
し
て
入
札
後
は
、
規
則
書
（10
）
に
よ
り
特
定
さ
れ
た
日
時
の
落
札
結
果
の
発
表
を
ま
っ
こ
と
に
な
る
が
、
前
掲
資
料
【ロ
】
が
正
に
そ
の
案
内
状
で
あ
っ
た
。
即
ち
下
見
よ
り
十
日
後
の
一
月
二
十
七
日
午
前
九
時
に
、
保
証
金
領
収
書
等
持
参
の
う
え
景
山
西
門
の
内
府
準
備
所
に
て
発
表
を
待
つ
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
落
札
者
は
、
規
則
書
（11
）
に
従
い
一
週
間
以
内
に
納
金
受
領
と
な
る
が
、
そ
の
際
、
（
3
）
に
よ
り
保
証
金
を
支
払
額
に
充
当
で
き
、
ま
た
非
落
札
者
は
、
保
証
金
領
収
書
及
び
出
品
リ
ス
ト
と
引
き
替
え
に
保
証
金
を
返
還
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
因
に
、
龍
泉
堂
主
人
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
例
え
ば
磁
器
類
に
関
し
て
は
都
合
六
点
ほ
ど
落
札
し
て
い
る
が
、
そ
の
価
格
に
照
ら
し
支
払
金
額
は
保
証
金
で
充
分
に
ま
か
な
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
主
人
は
、
律
儀
に
も
こ
の
度
の
内
府
競
売
に
関
わ
る
資
料
を
ほ
ぼ
一
括
し
て
保
存
し
た
。
こ
う
し
て
た
ま
た
ま
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
幸
い
に
保
管
さ
れ
た
規
則
書
や
資
料
【イ
】・
【ロ
】の
案
内
状
、
【ハ
】の
名
札
等
々
に
よ
っ
て
、
清
室
内
府
自
身
に
よ
る
競
売
の
実
行
経
緯
を
実
例
を
も
っ
て
端
的
に
一親
う
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
以
下
で
は
- l 5 -
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
u0
号
一
六
更
に
、
出
展
品
の
種
類
や
点
数
、
落
札
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
こ
の
度
の
内
府
競
売
を
内
容
的
側
面
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
二
競
売
品
目
資
料
【，ホ
】
（
物
類
単
1
現
物
複
写
の
一
部
）
i iii

で
は
次
に
、
前
頁
に
示
し
た
「物
類
単
」
に
よ
り
、
前
規
則
書
に
続
い
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
出
展
品
の
内
容
を
検
討
し
て
ぉ
こ
う
。
出
展
品
リ
ス
ト
は
、
一階
写
刷
り
で
も
と
も
と
は
品
目
と
個
数
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
龍
泉
堂
主
人
が
い
ろ
い
ろ
書
き
込
ん
で
い
る
。
リ
ス
ト
全
体
は
三
部
に
分
か
た
れ
、
初
め
に
古
銅
百
点
程
、
次
い
で
玉
器
二
百
八
十
点
程
、
最
後
に
陶
磁
器
百
数
十
点
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
玉
器
で
は
青
玉
が
、
陶
磁
器
で
は
乾
隆
を
始
め
と
す
る
清
朝
官
無
磁
器
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
引
の
写
真
を
参
照
す
る
と
、
陶
磁
器
に
限
つ
て
の
こ
と
だ
が
、
一
番
上
に
出
て
い
る
の
が
恐
ら
く
最
高
入
札
価
格
、
次
は
書
き
入
れ
ら
れ
た
通
し
番
号
、
こ
の
番
号
と
出
展
品
日
と
の
間
に
記
さ
れ
て
ぃ
る
「不
」
は
、
多
分
予
定
価
格
に
達
せ
ず
不
落
札
の
意
、
そ
れ
に
対
し
た
と
え
ば
「龍
泉
」
と
あ
る
の
は
、
落
札
者
の
商
号
、
一
番
下
に
出
て
い
る
の
が
、
龍
泉
堂
主
人
が
規
則
に
従
い
一
応
全
品
に
付
け
た
入
札
価
格
で
あ
ろ
う
。
統
計
を
と
る
と
、
落
札
し
た
も
の
三
十
五
種
、
総
額
五
、
八
〇
〇
円
余
り
で
、
龍
泉
堂
が
最
高
価
格
を
出
し
た
も
の
（十
六
点
）
の
う
ち
、
落
礼
で
き
た
も
の
は
六
点
で
あ
る
。
価
格
を
見
る
と
、
全
落
礼
品
の
う
ち
最
高
価
格
は
、
龍
泉
堂
の
落
札
し
た
「乳
釉
瓷
双
耳
瓶
」
四
一
〇
円
で
あ
る
。
落
札
品
は
、
一
〇
〇
円
台
の
も
の
が
最
も
多
く
、
次
い
で
一
〇
〇
円
以
下
、
二
〇
〇
円
台
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
三
〇
〇
円
台
・
四
〇
〇
円
台
に
至
つ
て
は
、
わ
ず
か
に
二
点
づ
つ
で
あ
る
。
落
札
さ
れ
た
も
の
に
は
際
立
つ
て
高
額
な
も
の
は
な
い
が
、
む
し
ろ
不
落
札
の
も
の
の
な
か
に
、
翡
翠
瓷
果
盤
二
枚
、
二
、
三
九
〇
円
際
砂
釉
瓷
葫
一
股-f
瓶
（
赤
玉
金
欄
手
大
瓢
）
一
、
七
五
〇
円
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東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
価
報
第
1l0
号
八
定
瓷
果
洗
子
一
、
五
六
九
円
な
ど
千
円
を
超
え
る
も
の
が
で
て
い
る
。
な
ぉ
古
銅
器
に
関
し
て
は
、
最
高
入
札
価
格
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
龍
泉
堂
主
人
に
よ
り
落
札
さ
れ
た
も
の
の
上
に
「落
札
v
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
八
点
に
止
ま
る
が
、
こ
れ
が
全
体
の
落
札
数
か
、
龍
泉
堂
の
落
札
数
か
不
明
で
あ
る
。
因
に
、
落
札
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
最
高
値
を
っ
け
た
の
は
、
「古
銅
三
足
朝
天
耳
小
鍾
」二
一
〇
円
で
あ
る
。
玉
器
は
、
龍
泉
堂
の
全
品
に
付
し
た
入
札
価
格
の
下
に
、
ア
ラ
ピ
ア
数
字
で
記
さ
れ
て
ぃ
る
の
が
最
高
価
格
、
所
々
に
「v
」や
「o
v
」
で
示
さ
れ
て
い
る
の
が
落
札
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
ぃ
ず
れ
も
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
l g -
な
ぉ
こ
の
「規
則
」
書
や
「物
類
単
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「第
拾
肆
號
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
内
府
主
催
の
競
売
は
こ
れ
で
十
四
回
目
を
数
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
そ
の
年
次
は
不
明
だ
が
、
前
掲
規
則
書
（7
）
に
内
府
発
行
の
出
品
リ
ス
ト
（物
類
単
）
の
全
品
に
入
札
価
格
を
付
し
た
後
、
『
蓋
章
封
固
」
せ
よ
と
あ
る
の
に
注
日
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
確
か
に
出
品
リ
ス
ト
に
は
「本
店
東
京
市
京
橋
區
鈴
木
町
、
収
買
所
北
京
東
城
麻
線
胡
同
」と
い
う
店
判
が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
に
、
こ
の
店
判
が
規
則
に
従
つ
て
そ
の
時
点
で
押
さ
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
龍
泉
堂
主
人
が
北
京
東
城
麻
線
胡
同
に
家
屋
・
地
所
を
求
め
た
の
は
、
明
治
四
十
五
年
三
月
の
こ
と
で
、
東
京
市
京
橋
区
鈴
木
町
に
店
舗
を
構
え
た
の
は
、
大
正
九
年
の
こ
と
で
あ
る
文
物
流
出
の
背
景
と
諸
相
九
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
110
号
〇
か
ら
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
詳
し
く
ふ
れ
る
）
、
こ
の
度
の
、
っ
ま
り
十
四
回
目
と
さ
れ
る
内
府
競
売
の
実
行
年
は
大
正
九
年
（民
国
九
年
）
よ
り
以
前
に
は
遡
り
え
な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
龍
泉
堂
主
人
が
規
則
に
従
つ
て
展
覧
品
全
て
に
付
し
た
価
格
は
、
主
人
自
身
の
算
出
に
よ
れ
ば
、
古
銅
器
類
合
計
四
、
六
四
一
元
、
玉
器
類
合
計
八
、
六
〇
九
元
、
磁
器
類
合
計
一
三
、
九
一
四
元
、
総
計
二
七
、
二
ハ
四
元
と
な
る
。
一
骨
董
商
の
評
価
額
で
は
あ
る
が
、
こ
の
競
売
の
規
模
を
一
面
で
示
し
て
い
る
と
思
-
つ
〇
以
上
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
蘭
山
松
太
郎
関
連
資
料
に
よ
っ
て
、
清
朝
内
府
自
ら
が
所
蔵
古
玩
骨
重
を
競
売
に
付
し
た
事
実
が
証
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
行
経
緯
、
細
則
、
及
び
販
売
品
目
、
数
量
、
落
札
価
格
等
々
に
及
ぶ
実
態
が
具
体
的
に
且
つ
相
当
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
同
時
に
、
日
本
人
骨
董
商
の
関
与
を
も
裏
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
内
府
競
売
の
様
態
を
、
一
実
例
に
即
し
て
ほ
ぼ
ト
ー
タ
ル
に
示
し
え
た
点
、
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
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三
古
書
画
放
出
（
l0
）
次
に
、
辛
亥
革
命
後
、
我
が
国
に
大
量
の
中
国
画
を
も
た
ら
し
た
画
商
原
田
悟
郎
の
回
想
を
通
し
て
、
当
該
分
野
に
お
け
る
清
朝
蔵
品
の
流
出
経
緯
の
一
端
を
一規
う
と
、
清
室
内
府
は
、
辛
亥
革
命
直
後
か
ら
で
あ
ろ
う
、
内
藤
湖
南
と
犬
養
木
堂
を
介
し
て
、
大
量
の
古
書
画
類
を
日
本
に
送
り
付
け
、
そ
の
処
分
を
主
に
博
文
堂
に
委
託
し
、
原
田
は
そ
れ
に
「い
や
応
な
し
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
原
田
は
、
清
朝
蔵
品
と
お
ぼ
し
き
書
画
類
が
、
内
府
高
官
陳
宝
深
の
甥
の
遊
興
費
に
あ
て
が
わ
れ
て
ぃ
た
こ
と
を
、
は
し
（l1
）
な
く
も
吐
露
し
て
い
る
。
（12
）
こ
こ
で
薄
儀
の
回
想
を
参
照
す
る
と
、
我
過
去
曾
一
度
認
爲
師
傅
們
書
生
氣
太
多
、
特
別
是
陳
寶
深
的
書
生
氣
後
來
多
得
使
我
不
耐
煩
。
其
實
、
認
眞
地
説
來
、
師
傅
們
有
許
多
舉
動
、
並
不
像
是
書
生
幹
的
。
書
生
往
往
不
一画
商
買
之
利
、
但
是
師
傅
們
却
不
然
。
他
們
都
很
一
価
一行
、
而
且
也
很
會
沽
名
釣
譽
。
現
在
有
幾
張
實
單
叫
我
回
憶
起
一
些
事
情
。
這
是
『
宣
総
八
年
十
一
月
十
四
日
」
的
記
録
一2
一
實
陳
質
深
王
時
敏
暗
嵐
暖
翠
閣
手
卷
一
卷
:
-
・
一
還
有
一
張
『
宣
統
九
年
三
月
初
十
日
』
記
的
單
子
-
-
這
類
事
情
當
時
是
很
不
少
的
、
加
超
來
的
數
量
遠
遠
要
超
過
這
幾
張
紙
上
的
記
載
。
我
當
時
並
不
極
字
畫
的
好
壊
、
資
賜
的
品
目
都
是
這
些
内
行
專
家
們
自
己
提
出
來
的
。
至
於
不
經
賞
賜
、
借
而
不
還
的
那
就
更
難
説
了
。
と
み
え
る
。
文
物
流
出
の
背
景
と
諸
相
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
u0
号
厳
格
な
教
師
像
と
は
裏
腹
に
、
当
時
薄
一一慨
が
古
書
画
類
に
半
可
通
で
あ
っ
た
こ
と
に
っ
け
込
ん
で
、
下
賜
品
に
っ
い
て
は
目
敏
く
自
ら
品
定
め
を
行
い
、
ま
た
借
用
品
に
つ
い
て
は
借
り
た
ま
ま
と
は
、
後
年
の
薄
儀
が
描
く
と
こ
ろ
の
陳
宝
一探
等
の
教
師
像
で
あ
る
。
後
年
の
感
情
的
反
発
を
割
引
い
て
考
え
た
に
し
て
も
、
陳
が
、
原
田
を
通
じ
我
が
国
に
も
た
ら
し
た
清
室
旧
蔵
古
書
画
の
流
出
経
緯
と
は
恐
ら
く
は
こ
う
し
た
も
の
で
、
多
く
は
下
賜
品
・
借
用
品
か
ら
の
流
用
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
清
室
内
府
の
古
玩
処
分
の
方
途
は
多
様
で
あ
り
、
抵
当
や
不
正
持
ち
出
し
の
他
に
、
内
府
自
身
に
よ
る
競
売
や
古
書
画
の
処
分
を
日
本
の
特
定
商
人
に
直
接
委
託
す
る
と
い
う
方
法
を
も
取
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
節
親
王
家
- 22
次
に
親
王
家
に
目
を
転
ず
る
と
、
そ
の
文
物
流
出
と
日
本
人
と
の
介
在
を
示
す
最
も
顕
著
な
事
例
と
し
て
、
恭
親
王
の
場
合
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
恐
ら
く
一
九
一
二
年
三
月
こ
ろ
、
即
ち
前
年
十
月
の
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
、
十
二
年
二
月
十
二
日
に
宣
統
帝
が
退
位
し
た
直
後
の
こ
ろ
、
書
画
類
を
除
く
恭
親
王
家
累
代
の
所
蔵
品
を
、
日
本
人
骨
董
商
山
中
定
次
郎
が
ほ
ぼ
一
括
し
て
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
時
期
か
ら
判
断
す
る
と
、
恭
親
王
は
政
情
の
不
安
を
背
景
に
早
く
も
一
括
売
却
の
挙
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
購
入
規
模
は
、
明
確
で
は
な
い
が
、
「十
万
円
や
二
十
万
円
と
い
う
額
と
違
い
」
「ど
ん
な
商
人
に
し
て
も
、
そ
の
生
涯
に
二
度
と
あ
る
べ
き
事
で
は
な
い
の
で
」
等
と
言
つ
た
表
（
別
に
徴
す
れ
ば
、
戦
前
世
界
の
山
中
と
い
は
れ
た
同
社
に
し
て
も
最
大
級
の
買
い
入
れ
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
或
い
は
百
万
円
単
位
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
（
製
。
因
に
、
そ
の
額
は
前
稿
で
検
討
し
た
辛
亥
革
命
前
後
の
単
年
度
あ
た
り
の
骨
重
品
輸
出
額
に
比
し
て
も
、
ま
た
既
に
指
摘
し
た
民
国
十
三
年
の
清
室
と
北
京
塩
業
銀
行
と
の
骨
一重
を
抵
当
と
す
る
八
〇
万
元
に
の
ぼ
る
最
大
級
の
借
款
に
比
し
て
も
、
ぃ
か
に
巨
大
な
も
の
か
容
易
に
知
ら
れ
よ
う
。
な
ぉ
、
同
じ
山
中
商
会
は
、
大
正
六
年
に
恭
親
王
家
ゆ
か
り
の
広
荘
な
邸
宅
跡
（麻
線
胡
同
三
1
一
二
）
に
、
主
に
仕
入
れ
を
扱
う
出
張
所
を
開
設
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
一
年
か
ら
十
年
間
程
慶
親
王
載
振
に
仕
え
た
汪
栄
:一一 :-'の
回
（
搬
に
よ
れ
ば
、
北
京
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
骨
董
商
「品
徳
洋
行
」で
は
、
「各
王
公
大
臣
」の
委
託
を
う
け
て
骨
董
品
の
競
売
を
し
ば
し
ば
行
な
っ
た
ら
し
い
。
王
府
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
確
か
に
例
え
ば
民
国
十
四
年
三
月
十
七
日
の
「順
天
時
報
」
に
は
、
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o
拍
賣
古
玩
本
月
十
八
至
廿
號
毎
兩
鍾
品
德
拍
買
行
啓
在
束
單
觀
音
寺
四
十
八
號
宅
内
硬
木
掉
椅
各
種
古
玩
文
玩
地
毯
請
諸
君
十
七
號
入
看
文
物
流
出
の
背
景
と
諸
相
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
u0
号
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
辛
亥
革
命
後
、
次
第
に
収
入
の
道
を
断
た
れ
て
い
っ
た
親
王
家
に
お
い
て
も
、
家
蔵
累
代
の
古
玩
骨
董
を
或
い
は
一
括
し
て
、
或
い
は
切
り
売
り
し
な
が
ら
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
極
の
替
え
、
避
け
え
ぬ
零
落
の
道
を
直
走
つ
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
そ
の
他
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
軍
閥
に
よ
る
清
朝
蔵
品
略
奪
や
、
西
太
后
の
束
陵
盗
掘
に
代
表
さ
れ
る
基
荒
し
の
噂
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
前
引
原
田
の
回
想
に
、
「山
本
さ
ん
が
蒐
め
ら
れ
た
こ
ろ
は
中
国
の
軍
閥
の
さ
か
ん
な
時
代
で
、
例
え
ば
林
長
民
さ
ん
な
ん
か
、
軍
の
作
戦
上
い
つ
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
金
額
を
送
れ
と
い
っ
て
、
大
き
な
支
那
鞄
を
次
々
に
送
つ
て
く
る
、
そ
ん
な
時
代
で
し
（
通
」
な
ど
と
あ
り
、
清
朝
内
府
と
は
別
に
、
軍
閥
な
ど
か
ら
も
、
軍
費
調
達
の
一
環
と
し
て
か
、
相
当
量
の
文
物
が
送
り
付
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
ぃ
。
最
後
に
著
名
な
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
買
い
上
げ
の
事
例
を
二
～
三
指
摘
し
、
文
物
流
出
の
具
体
相
の
究
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。辛
亥
革
命
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
明
治
四
十
年
、
清
朝
四
大
蔵
書
家
の
一
人
陸
心
源
の
蔵
書
を
現
静
嘉
堂
文
庫
が
購
入
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
同
氏
の
fifi
宋
楼
蔵
書
は
、
現
在
同
文
庫
が
所
蔵
す
る
宋
版
一
二
三
部
、
元
版
一
三
〇
部
の
骨
子
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を
成
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
宋
元
版
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
流
入
で
は
あ
る
'
が
、
そ
の
内
容
（
l7
）
等
は
既
に
類
書
に
詳
細
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
全
て
省
略
に
従
う
。
ま
た
、
清
朝
時
代
直
隷
総
督
を
務
め
た
端
方
は
、
当
時
中
国
屈
指
の
古
玩
収
蔵
家
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
特
に
古
銅
器
及
び
古
書
画
の
収
集
で
著
名
で
あ
っ
た
。
「陶
斎
吉
金
録
」は
、
数
百
点
に
の
ぼ
る
氏
の
古
銅
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
で
あ
る
が
、
そ
の
著
録
品
を
含
む
端
方
旧
蔵
の
古
銅
器
数
十
点
が
、
山
中
商
会
に
入
り
、
同
会
の
第
一
回
展
観
か
ら
数
次
に
わ
た
っ
て
、
販
売
さ
れ
（
l8
）
て
い
る
。
ま
た
同
じ
山
中
商
会
は
、
昭
和
五
年
ご
ろ
、
歴
代
官
察
の
収
集
家
と
し
て
夙
に
有
名
な
沈
吉
甫
の
所
蔵
品
を
、
一
説
に
（19
）
よ
れ
ば
二
四
万
元
で
一
括
購
入
し
た
と
い
う
。
以
上
の
ご
と
く
、
流
出
し
た
文
物
は
、
清
室
・
親
王
家
ゆ
か
り
の
品
ば
か
り
で
は
な
く
、
著
名
な
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
取
り
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
以
上
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
流
出
文
物
の
源
は
ま
こ
と
に
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
れ
ら
が
合
流
し
て
大
き
な
う
ね
り
と
な
り
、
各
国
骨
--i
商
の
手
に
導
か
れ
て
、
ま
さ
に
怒
涛
の
ご
と
く
日
本
、
欧
米
に
押
し
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
あ
る
い
は
各
国
を
代
表
す
る
美
術
館
、
博
物
館
に
公
開
さ
れ
、
あ
る
い
は
個
人
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
名
品
逸
品
の
多
く
文
物
流
出
の
背
景
と
諸
相
五
も
、
辛
亥
革
命
後
に
流
出
し
た
文
物
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
っ
ま
り
、
そ
れ
自
体
が
民
族
と
歴
史
を
凝
集
す
る
高
度
の
文
化
的
所
産
で
あ
る
文
物
に
と
っ
て
、
辛
亥
革
命
と
は
、
そ
の
創
造
母
体
た
る
清
朝
、
と
い
う
よ
り
王
朝
体
制
そ
の
も
の
の
最
終
的
喪
失
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
し
て
「主
」
を
失
つ
た
文
物
は
、
旧
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
た
近
代
欧
米
と
の
政
治
的
経
済
的
力
学
関
係
の
変
化
を
如
実
に
投
影
さ
せ
な
が
ら
、
皮
肉
に
も
そ
れ
ら
列
強
諸
国
へ
の
流
出
・
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
文
物
は
、
母
体
の
み
な
ら
ず
祖
国
を
も
失
い
、
異
国
の
地
に
ェ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
し
て
展
覧
な
い
し
秘
蔵
さ
れ
る
。そ
の
際
、
そ
の
文
化
的
美
的
価
値
は
経
済
的
価
値
に
読
み
替
え
ら
れ
、
商
品
化
さ
れ
た
。
小
論
で
主
題
と
す
る
中
国
文
物
の
移
動
史
と
は
、
今
世
紀
初
頭
、
崩
壊
し
た
旧
秩
序
の
側
と
滅
ぼ
し
た
列
強
諸
国
と
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
美
を
め
ぐ
る
壮
大
な
「売
り
立
て
」
の
軌
跡
の
探
究
で
あ
り
、
さ
し
あ
た
り
前
稿
で
は
、
文
物
移
動
を
貿
易
と
い
う
観
点
か
ら
数
量
化
し
て
示
し
、
本
稿
で
は
流
出
さ
せ
た
側
の
実
態
を
実
例
に
即
し
て
究
明
し
た
。
次
稿
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
て
市
場
に
吐
き
出
さ
れ
た
文
物
が
、
い
か
に
し
て
海
外
へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
日
本
人
骨
董
商
の
動
向
に
的
を
し
ぼ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
、
と
思
う
。
即
ち
、
明
治
後
期
か
ら
大
陸
に
渡
つ
た
日
本
人
骨
一重-f
商
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
彼
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
文
物
の
内
容
や
数
量
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
る
。
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東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
u0
号
六
文
物
流
出
の
背
E一一と
諸
相
七
10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
「中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
流
出
と
日
本
貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
」
（
「東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
悄
報
」
一
〇
九
号
一
九
九
四
年
）
所
収
。
一一一慨
「我
的
前
半
生
」
（
第
一
集
）
「整
頓
内
務
府
」。
楽
国
経
編
著
・
波
多
野
太
郎
監
訳
「一一W
假
1
9
l
2
l
l
9
2
4
」
（
東
方
密
店
一
九
九
一
年
）、
「退
位
後
の
皇
室
経
m一一」。
-S
観
同
前
密
「適
散
太
監
」。
l
一佳
「清
富
回
憶
」
の
「三
、
建
福
宮
大
火
」
（
「晩
清
宮
廷
生
活
見
間
」
文
史
資
料
出
版
社
、
一
九
八
二
年
所
収
）
参
照
。
荘
厳
著
、
簡
井
茂
徳
・
松
村
茂
樹
訳
「遭
老
が
語
る
故
宮
博
物
院
」
（
二
玄
社
一
九
八
五
年
）
所
載
、
李
霖
操
の
よ
せ
た
「序
」文
を
参
照
。
以
下
の
記
述
は
、
主
に
楊
学
深
・
周
速
離
著
「清
代
八
旗
王
公
a
:一族
興
表
史
」
（選
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
、
「第
三
編
従
衰
落
到
新
生
（
一
九
一
二
1
一
九
八
三
年
）
」
に
よ
る
。
同
前
書
「第
三
節
王
公
一買族
的
衰
落
」
の
「二
一容
親
王
府
、
順
承
群
王
府
的
没
落
」
（三
九
九
頁
）
参
照
。
同
前
容
、
同
節
、
「三
、
慶
、
恵
、
惇
、
醇
諸
王
的
衰
落
」
（
四
〇
九
頁
）
参
照
。
鶴
田
武
良
「原
田
悟
郎
氏
間
書
」
（
「中
国
明
糖
名
画
展
」
日
中
友
好
会
館
一
九
九
二
年
所
収
）
に
、
中
国
で
（
幸
亥
）
革
命
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
間
い
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
靭
の
博
文
堂
の
店
に
中
国
か
ら
大
き
な
荷
物
が
何
ん
の
前
触
れ
も
な
し
に
次
々
に
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
送
出
人
は
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
つ
て
開
け
て
み
る
と
、
そ
れ
が
皆
、
密
画
と
い
う
わ
け
で
す
。
何
が
何
だ
か
わ
け
が
分
ら
な
い
の
で
、
大
阪
に
移
つ
て
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
内
藤
湖
南
先
生
の
と
こ
ろ
へ
父
が
伺
つ
て
、
こ
ん
な
物
が
参
り
ま
し
た
と
ぉ
見
せ
し
ま
す
と
、
先
生
は
、
ほ
う
、
も
う
来
ま
し
た
か
、
と
事
悄
を
ご
存
じ
の
様
子
な
の
で
そ
の
わ
け
を
ぉ
尋
ね
し
ま
す
と
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
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注
ii
と
あ
る
。
同
前
書
に
、
鄭
思
肖
の
画
。こ
れ
は
劉
譲
業
さ
ん
が
持
つ
て
き
た
。劉
讓
業
と
い
う
人
は
宣
統
帝
の
傅
育
長
官
だ
っ
た
陳
宝
臻
先
生
の
甥
な
ん
で
す
。
陳
先
生
は
宣
統
帝
を
ぉ
育
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
い
う
責
任
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
辛
亥
革
命
の
あ
と
は
何
に
も
ご
不
自
由
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
費
用
が
出
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
ご
自
分
の
も
の
と
か
清
朝
の
お
蔵
の
も
の
を
ず
い
ぶ
ん
私
ど
も
に
到
さ
れ
ま
し
た
。劉
さ
ん
は
若
い
か
ら
何
度
も
日
本
に
来
て
い
る
間
に
日
本
語
も
上
手
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
言
葉
が
で
き
る
だ
け
に
お
茶
屋
遊
び
を
覚
え
て
、
そ
の
方
に
大
き
な
お
金
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
お
金
が
足
り
な
く
な
る
と
私
の
と
こ
ろ
に
き
て
、
こ
れ
を
担
保
に
-f
い
と
く
か
ら
と
か
、
こ
の
次
に
こ
れ
こ
れ
を
持
つ
て
く
る
か
ら
と
か
い
つ
て
ぉ
金
を
、
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
額
で
し
た
が
、
持
つ
て
ゆ
く
。
-
そ
ん
な
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
い
い
物
も
持
つ
て
き
て
く
れ
た
け
ど
、
ま
た
ず
い
ぶ
ん
迷
惑
も
こ
う
む
っ
た
。
こ
の
間
も
割
さ
ん
が
ど
う
清
朝
が
革
命
で
倒
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
日
本
の
ご
一
新
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
内
府
の
高
官
が
扶
持
が
な
く
な
っ
て
生
活
に
困
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
取
あ
え
ず
所
蔵
の
美
術
品
を
売
ろ
う
と
し
て
東
京
の
道
具
屋
に
相
談
し
た
が
ど
う
も
不
親
切
な
の
で
、
中
国
通
と
し
て
知
ら
れ
た
京
都
大
学
の
内
藤
湖
南
先
生
の
と
こ
ろ
へ
適
当
な
人
を
紹
介
し
て
ほ
し
ぃ
と
頼
ん
で
来
た
。
一
方
、
外
務
省
へ
も
同
じ
こ
と
を
頼
ん
で
き
て
、外
務
省
は
そ
れ
を
犬
難
一木
堂
先
生
に
相
談
し
た
。そ
の
お
二
人
が
同
じ
よ
う
に
父
を
推
1lS
し
た
も
の
で
す
か
ら
、中
国
で
は
安
心
し
て
ど
ん
ど
ん
品
物
を
送
つ
て
き
た
、
と
そ
う
い
う
ゎ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
-
-
父
が
、
お
前
、
や
れ
っ
て
い
う
ん
で
や
り
だ
し
た
の
で
す
。い
や
応
な
し
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
、
何
も
知
ら
な
い
で
。ど
ん
ど
ん
品
物
は
く
る
、
と
に
か
く
早
く
ぉ
金
に
換
え
な
き
ゃ
な
ら
ん
、
と
こ
ろ
が
そ
ん
な
画
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
も
の
ば
か
し
で
し
ょ
、
結
局
、
良
い
悪
い
は
自
分
の
第
六
感
で
判
断
す
る
よ
り
仕
様
が
な
か
っ
た
。
で
も
幸
い
に
、
品
物
が
清
朝
の
い
い
お
蔵
か
ら
出
た
も
の
ば
か
し
だ
っ
た
ん
で
、
そ
れ
が
何
よ
り
私
に
は
日
を
養
う
い
い
も
と
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。い
き
な
り
い
い
も
の
か
ら
入
つ
た
ん
で
す
か
ら
:
…
・
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第
n0
号
八
し
で
も
ぉ
金
が
い
る
か
ら
と
い
っ
て
置
い
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
私
個
人
と
し
て
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
日
本
と
し
て
は
大
変
お
除
を
一蒙
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
は
来
る
た
ん
び
に
清
朝
の
お
蔵
の
、
し
か
も
ほ
ん
と
に
奥
深
く
か
ら
出
し
て
き
た
と
い
う
感
じ
の
も
の
を
持
つ
て
き
て
く
れ
た
ん
で
す
か
ら
。
-
:
・
と
あ
る
。
通一M一f前
掲
密
「-il
慶
宮
-lM
-lf
」。
「山
中
定
次
郎
伝
」（
山
中
定
次
郎
翁
一．一一編基
会
昭
和
十
四
年
）
、
「恭
親
王
の
蒐
藏
品
」
（
八
一
～
八
三
li
）
参
照
。
ま
た
同
買
掲
載
の
記
念
写
真
を
以
下
に
掲
げ
て
ぉ
〈
。
文
物
流
出
の
背
景
と
一話
相
九
［付
記
］
本
一概
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
菌
山
施
泉
堂
よ
り
初
代
蘭
山
松
太
郎
関
連
一
括
資
料
の
関
覽
、
撮
影
、
複
写
等
の
多
大
な
便
宜
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
1 9 1 8 1 7 l 6 15 14
「北
京
の
骨
-li
界
」
（
「書
画
骨
-lf
雜
誌
」
第
六
十
九
号
大
正
三
年
三
月
）
に
:
-
，
此
程
大
阪
の
山
中
が
買
込
み
し
一
百
八
十
万
円
の
書
画
骨
-li
は
米
国
に
は
二
百
五
十
万
円
に
買
上
げ
ら
れ
し
由
:
…
・
と
あ
る
。
こ
れ
が
恭
親
王
蔵
品
の
買
い
上
げ
を
指
す
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
一
風
聞
と
し
て
参
考
に
な
ろ
う
。
注
栄
一一a「記
麼
親
王
-9
振
在
天
津
的
生
活
」
（前
掲
「晩
清
富
廷
生
活
見
聞
」
所
収
）
参
照
。
な
ぉ
、
注
に
よ
る
と
、
競
売
は
以
下
の
よ
う
な
手
順
で
ぉ
こ
な
わ
れ
た
。
売
主
は
「品
德
」
と
事
前
に
契
約
を
結
び
、
販
売
希
望
品
を
詳
し
く
点
検
後
、
共
同
で
価
格
を
取
り
決
め
、
最
低
価
格
を
競
売
品
一
点
毎
に
付
す
。
競
売
の
三
日
前
、
売
主
の
家
の
一
箇
所
に
全
品
を
並
ぺ
、
同
時
に
「品
徳
」は
、
新
聞
広
告
・
街
頭
ポ
ス
タ
ー
・
ビ
ラ
な
ど
で
「某
某
王
府
は
某
月
某
日
に
、
そ
の
邸
内
で
家
蔵
の
珍
一貢
な
「文
玩
」
「字
画
」
「古
-li
」
「木
器
」等
々
を
競
売
す
る
」旨
宣
伝
し
た
。
こ
の
時
、
北
京
在
住
の
大
小
の
骨
-f
商
、
個
人
商
人
、
成
金
等
が
、
続
々
と
下
見
に
押
し
か
け
た
。
当
日
は
、
門
に
「品
徳
洋
行
」特
製
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
庭
中
で
は
木
台
を
し
っ
ら
え
、
そ
の
上
に
は
方
卓
を
-f
き
、
品
德
本
人
は
車
の
横
に
す
わ
る
。
競
売
が
始
ま
る
と
、
従
業
員
は
彼
の
た
め
に
競
売
品
を
卓
の
上
に
1lf
き
、
品
徳
は
ぎ
こ
ち
な
い
中
国
語
で
そ
の
物
の
年
代
・
価
値
等
を
自
費
し
た
後
、
最
低
価
格
を
宣
し
、
買
い
手
に
値
を
競
ら
せ
、
最
高
値
を
付
け
た
も
の
に
納
金
受
領
さ
せ
た
。
契
約
の
取
り
決
め
に
従
い
、
売
主
は
売
価
の
八
〇
%
、
品
徳
は
二
〇
%
を
取
り
分
と
し
た
。
な
お
、
品
徳
は
最
も
「珍
一E
-
-fl
な
物
品
」
に
つ
い
て
は
、
売
主
の
無
知
に
つ
け
込
み
、
わ
ざ
と
中
国
人
骨
-if
商
で
は
買
い
切
れ
ぬ
高
額
な
最
低
価
格
を
設
定
し
、
案
の
定
売
れ
残
る
と
、
予
価
の
四
〇
%
～
五
〇
%
で
買
い
取
り
、
外
国
商
人
に
転
売
し
た
と
い
う
。
前
注
（
10
）
に
同
じ
。
静
嘉
堂
文
-it
編
「静
嘉
堂
文
-l
宋
元
版
図
録
」
（汲
古
-l;
院
平
成
四
年
）
等
参
照
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
中
商
会
発
行
の
展
観
目
録
に
よ
り
別
稿
で
詳
し
〈
ふ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
陳
重
違
「古
玩
史
話
与
鑑
-l「」（
国
際
文
化
出
版
公
司
一
九
九
〇
年
）
三
一
〇
頁
参
照
。
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